
Copyright 2015 東京海上日動リスクコンサルティング株式会社

 

 

2015  20

1

2015 年インド南部タミル・ナド州で 11 月から続く大雨による洪水が発生している。州都チェン

ナイでは、多くの死傷者が出ているほか、停電や断水、また、食料品店の閉鎖などにより、市民生

活に大きな影響がでている。チェンナイには日本企業も数多く進出しているが、一部の被災した日

本企業の本社においては、危機管理対応が行われている。本紙では、この大規模な水害について、

状況やその発生原因、被害について報告する。 

 

１．災害概要 

（１） 洪水の概要 

タミル・ナド州の州都チェンナイ（図 1）では、11月上旬（8日～11日）に熱帯低気圧に伴う大

雨による浸水被害が発生、その後 11月中旬（13日～18日）に再び大雨に見舞われ、11月の累積降

雨量は 1,024mmと、月平均雨量の 3倍を超える降雨を記録した1。さらに 11月末から再び大雨の影

響を受け、12月 1日に過去 100年間で最大の 24時間降雨量 494mmを記録し2、州都チェンナイを

中心にタミル・ナド州各地では、低地や河川周辺等で浸水による被害が発生した（図 2）。インド気

象局は、今後もチェンナイにおける継続的な大雨の予報を出しており、再び浸水被害が拡大するこ

とも想定され、予断を許さない状況である。 
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■図 2 浸水エリア（青い部分） 

（出典：European Space Agency、UNITAR の 

衛星画像データ資料等を元に弊社作成） 
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■図 1 インドの位置関係図 

（主要都市とチェンナイ） 
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（２）被害の状況 

政府関係機関や各種報道による被害状況を以下に纏める。 

 334名の死者が報告されており（12月 6日時点）、今後も増加する見込み3。また 20万人以上の

避難民が発生している。 

 チェンナイ中心部から南西約 10km に位置するチェンナイ国際空港では、冠水により 12 月 1

日から航空機の離着陸が停止され、閉鎖された（12月 9日に再開）。 

 洪水地域への電力供給は停止されている。 

 飲料水や生活品の不足に加え、食料品の供給が途絶え、価格が急騰している。 

 チェンナイは「インドのデトロイト」とも称されるほど自動車産業が集積しており、複数の工

場が 2 度にわたり一時閉鎖に追い込まれた。大手自動車完成車メーカー各社は、従業員が出勤

できない等の理由により一時操業停止、従業員は自宅待機の措置を取った。なお、洪水から 1

週間程度で稼働を再開し始めている模様4。 

 インド商工会議所協議会(ASSOCHAM)によると、経済損失は、1,500億ルピー（約 2,700億円）

以上の規模と予想されている5。 

 

２．災害発生の原因 

（１） 大雨の発生 

タミル・ナド州は、11月から 12月にかけて 3度にわたり大雨の影響を受けた。インド気象局の

報告6によると、発生した大雨の要因として、以下の気象学的要因が挙げられている。 

(1)  ベンガル湾上における熱帯低気圧（Deep Depression）（11月 8日～11日） 

(2) ベンガル湾南西に形成された低気圧領域 （11月 12日～18日 、11月 28日～12月 4日） 

■図 3 チェンナイ国際空港の冠水の様子（12月 4日撮影。AA / 時事通信フォト） 
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インド南東部において 10月から 12月の時

期は、北東モンスーン7の影響により最も雨の

多いシーズン（雨季）である。これは、ヒマ

ラヤから流れてきた北東モンスーンがベンガ

ル湾を通る際に水蒸気の供給を受け、インド

南東部に降雨をもたらすためである。この雨

季であることに加え、11月はベンガル湾の対

流活動が活発であった8ため熱帯低気圧がイ

ンド南東部に襲来し、大雨が発生した。 

最大の浸水被害となった 11月 30日から 12

月 3 日のインド南東部付近の気象状況と降雨

分布を図 4に示す9。低気圧がインド南東のス

リランカ付近に停滞しており、低気圧による

インド南東部へ流れ込む温かく湿った空気と、

北東モンスーンの湿った空気とがチェンナイ

付近でぶつかり、降雨が強化された可能性が

ある。 

 

（２） 被害の拡大 

洪水の被害が拡大した要因として、豪雨以外にもダムからの放流と無計画かつ急激な都市開発が

挙げられている 2。チェンナイには 2本の主要な河川が流れており、それぞれに飲料水の確保を目的

としたダムが存在している（Adyar 川―Chembarambakkam ダム、Cooun 川―Poondi ダムおよび

Puzhalダム）。これらのダムに対し、貯水能力を上回る雨水の流入があったため、12月 1日から 2

日間にわたり大量の放水を行った。その結果、ダム周辺の河川氾濫が拡大したと考えられている。 

また、近年の急激な都市開発に伴い、池や沼等の水域が違法に埋め立てられ、住宅用地や工業用

地として利用されている。このようなエリアは水域であったため水捌けが悪いことに加え、下水管

等の排水設備が十分備わっていない。さらに廃棄物が水路や下水道に堆積し排水能力が著しく低下

していたことも、洪水拡大の要因とされている。 

過去最大の豪雨に加えて、これらの要因が複合し、洪水被害が拡大したものと考えられている。 

 
（３） エルニーニョ現象と大雨の関係 

今年発生しているエルニーニョ現象10は、「史上最大」になる可能性があると報じられており、エ

ルニーニョ現象と今回の大雨の関連性を指摘する研究者は多い。インド南東部における大雨とエル

ニーニョ現象の関係については、まだ研究が十分なされていないためそのメカニズムは解明されて

いないが、1997年から 1998年にかけて 20世紀最大規模といわれるエルニーニョ現象が発生した際

 

■図 4 11月 30日から 12月 3日の大雨発生メカ
ニズム 
（色がついた部分は 11月 29日から 12月 2日ま

での累積降雨量を示す。） 

(出典：NASA資料 9を元に弊社加筆作成） 
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も、今回と同じようにチェンナイにて 11月に累積 760mm以上もの大雨が発生した 1。またインド

気象局ではエルニーニョ現象の影響も考慮し、タミル・ナド州の今年の北東モンスーン期（10月か

ら 12月）の降雨量が、平年の 112%以上になる予報を 10月中旬に出しており11、今回の大雨とエル

ニーニョ現象との関連性が示唆される。 

 

３．おわりに 

インドは、継続的に人口が増加しており、近い将来に中国を抜き最も人口の多い国になると予想

されている。多くの企業が、この市場規模に関心を示し、日本の企業も多く進出している。今回、

大規模洪水の発生しているタミル・ナド州は、インド国内で最も日系企業の拠点が多い州であり、

州都チェンナイには約 300社の日系企業が進出している。進出企業においては最新の気象情報の入

手に努め、状況に応じて防災対策等を講じる必要がある。また、駐在員や出張者に対する適切な指

示等の対応が望まれる。 

なお、インドに限らず、南アジアや東南アジア地域では、毎年のように洪水による大災害が発生

している。2011年にタイで発生した洪水による大災害は、多くの企業に事業を停止させる事態とな

ったことも記憶に新しい。企業においては、常に自然災害に対するリスクの感度を高め情報収集に

努められたい。また、改めて東南アジア地域の各種災害対策を点検し、必要であれば強化するなど

の対応が望まれる。 

世界の洪水リスクの高い地域については、弊社発行のリスクマネジメント最前線「拡大する世界

の水害リスクと企業の対応」（2014年 2月 19日）12を参照されたい。 

 

[2015年 12月 10日発行] 
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